
23 － 18
18 － 15
20 － 20
13 － 17

－

主審 副審

筑紫野 緑丘
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 20 2 6 2 0 0 0 4 ＊ (C) 20 0 9 2 3 0 0

5 ＊ 22 0 11 0 5 0 0 5 ＊ 10 1 3 1 2 0 0

6 ＊ 9 0 4 1 1 0 0 6 ＊ 14 0 5 4 4 0 0

7 ＊ 2 0 0 2 2 0 0 7 - - - - - - -

8 0 0 0 0 1 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0

9 - - - - - - - 9 - - - - - - -

10 0 0 0 0 0 0 0 10 ＊ 17 5 1 0 1 0 0

11 - - - - - - - 11 - - - - - - -

12 ＊ 19 0 8 3 4 0 0 12 - - - - - - -

13 2 0 1 0 5 0 0 13 - - - - - - -

14 - - - - - - - 14 ＊ 9 0 3 3 2 0 0

15 - - - - - - - 15 - - - - - - -

16 - - - - - - - 16 - - - - - - -

17 - - - - - - - 17 - - - - - - -

18 - - - - - - - 18 - - - - - - -

74 2 30 8 18 0 0 70 6 21 10 12 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト
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警告：合計が違います

○(福岡1位)

男子1回戦

筑紫野 74 70 緑丘

12:40

警告：合計が違います

(鹿児島2位)●

12:36 － 22:40 30:27
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

－ － 31:35 － －
OT1 OT2

31:29 －
OT1 OT2

－

大会第３試合は、春季九州大会準優勝の福岡県代表筑紫野中に、鹿児島第２代表緑丘中が挑む。立ち上がり、緑丘中はハーフマンツー、筑紫野中はオールコートマンツーでスタート。筑紫野中＃5砥綿のドライ

ブインに対し、緑丘中は、＃10佐多の3Pで応戦。その後、筑紫野中は、＃7中村のドライブや＃12濱田のジャンプシュート、＃5砥綿の連続シュートで得点を重ねる。一方緑丘中は、＃4西田から＃6竹ノ下へのあわ

せや、＃10佐多の3P、＃14小山の連続ジャンプシュートで加点。両チームの持ち味の出たオフェンスが展開される。終了間際、筑紫野中＃4帯刀の連続スティールや3Pで差を開き、23－18で１Qを終了。

2Q、緑丘中は＃6竹ノ下のリバウンドシュートやジャンプシュートで加点するが、パスミスから筑紫野中に走られ、なかなか波に乗ることができない。緑丘中＃4西田の１on１やアシストパスが決まり始め、残り3分

34秒、32－26になった時点で筑紫野中がタイムアウトをとる。その後、緑丘中は＃5 西村から＃6 竹ノ下へのあわせのプレーや、＃5 西村のスティールで流れをつかもうとするが、終盤、筑紫野中＃12 濱田のジャ

ンプシュートや、＃6 野中のドライブイン、＃４帯刀の３Pが決まり、４１－３３筑紫野中８点リードで前半が終了。

筑紫野中が2－1－2ゾーンディフェンスに変えた中、緑丘中＃10 佐多の3Pで後半がスタートする。その後、筑紫野中は3連続スティールで得点。緑丘中は速攻を試みるがうまく得点に結びつかない。緑丘中は＃

4 西田のバスケットカウントやリバウンドシュート、＃10 佐多の3Pで流れをつかもうとする。一方筑紫野中は、＃12 濱田の3Pで応戦し、残り1分20秒、54－49筑紫野5 点リードで緑丘中がタイムアウトを取る。緑丘中

は＃4 西田がジャンプシュートとリバウンドシュートを決め得点差を縮めようとするが、筑紫野中＃12 濱田がフリースローを含む連続7得点で反撃をしのぐ。

4Q、はやめに得点差を縮めたい緑丘中だが、筑紫野中は＃5 砥綿が冷静にゲームメイクをしていく。緑丘中は＃4 西田からのアシストパスを＃10 佐多や＃14 小山が確実に得点に結び付けていく。残り5分40秒

で得点は65－59となる。筑紫野中はファイブアウトし、ガード＃7中村から冷静に攻撃を組み立てようとする。このまま逃げ切りたい筑紫野中だが、3分19秒でチームファールが5つになる。ファールトラブルの筑紫野

中は、ディフェンスが甘くなりカウントを許すが、連続してリバウンドからの速攻が決まり、リードを広げる。タイムアウト後、緑丘中も得点を重ね、残り57秒で70－67となり、この試合最少得点差となる。残り27秒、4点

リードの状況で筑紫野中タイムアウト。残り7秒で、筑紫野中＃5 砥綿が確実にシュートを決め、試合を決めた。敗れはしたものの、最後まで自分たちの持ち味をだしたバスケットを展開した緑丘中には好感が持て

た。
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